
中世の工業地域　南北はJR東海

道線と七条通、東西は東洞院通と

堀川通に囲まれた地域は、京都駅

を中心に発展し、開発がさかんに

行なわれてます。それにともない

発掘調査の件数も多く、調査規模

も 1,000 ㎡を越えるものが８件を

数え、総面積は20,000㎡近くに至っ

ています。

発掘調査によって、この地域に

は中世、特に鎌倉時代から室町時

代半ばころにかけての遺跡・遺構

が比較的密度も高く広がっている

ことがわかり、鏡・仏具・刀装具・

銭貨の鋳型など、鋳物生産にかか

わる遺物が広範囲にわたって出土

しています。とりわけ銭貨の鋳型

については、「私
しちゅうせん

鋳銭」と言われる

もので、その実体を知る上での貴

重な資料となっています。その他、

据え甕遺構、炉跡、多量の漆器椀、

地域の西側では土葬された墓も見

つかっており、ここに住んだ人々

の暮らしが注目されています。
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中世京都の賑わい
−平安京左京八条三坊三町の調査−
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今回の調査　1997 年に行なった

左京八条三坊三町北西地区の調査

を紹介し、この地域について、も

うすこし理解を深めてみたいと思

います。

写真１には規則正しく並んだ穴

がみえます。これは写真２・図１

にあるような容量が 200リットル

を越える大きな甕を据えた穴です。

この部分でも穴は20数基確認でき、

水であれば４〜５トン前後の量を

貯蔵できる計算になります。この

他にも写真３のような据え甕の痕

跡や、据え甕の抜き取り穴群が数

多く確認されています。鋳物の他

にも染め物や醸造など、液体を扱

う産業があったことがわかります。

写真４は石組みの井戸です。こ

の地域では、板を井筒に用いた井

戸は多いのですが、石組みのもの

は少数です。据え甕遺構とも関連

するものかもしれません。

写真５は、並びのある柱穴と礎

石で、建物があったことがわかり

ます。

写真６は、調査区の西端で見つ

かった西洞院川と思われる流路で

す。何回か改修、開削が行なわれ

ているようで、盛んに利用されて

いた形跡がうかがえます。川がこ

の地域の産業と密接にかかわって

いたものと思われます。写真の左

に見えるのが現在の西洞院通です。

中世京都というと、上京・下京

の発展が思い浮かびますが、この

地域はそれを支えた工業生産地帯

であったことがわかってきていま

す。 （上村　憲章）
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